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中村惕斎の女子教育観
―朱子学の影響と『比賣鑑』―
任 　夢　　渓
Nakamura Tekisai’s Views on the Education of Young Women
REN Mengxi
Nakamura Tekisai （中村惕斎 1629-1702） a Confucian Scholar of the early Edo 
Period, wrote a training manual for girls of over 30 volumes. This manual, called 
Himekagami（比賣鑑）（meaning literally 'a mirror for young women'） was well regarded 
as a training manual for girls, being highly praised by Fujii Ransai（藤井懶斎，1628-1709） 
a Confucian scholar and contemporary of Tekisai. Himekagami is unique in the history of 
girls' education in early modern Japan in that it devotes so many volumes solely to the 
instruction of young women.
In order to understand the overall development of the thinking regarding female 
education during the Edo Period as well as Tekisai’s specific views on the subject, this 
paper will examine the contents and unique characteristics of Himekagami, and will also 
analyze theories of female education in relation to Neo-Confucianism more generally.
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はじめに
　江戸時代前期に活躍していた儒者たちの活動を見てみると、一つの共通点が見出される。それは、教
訓書を著述していることである。中江藤樹（1608～1648）には『鑑草』、熊沢蕃山（1619～1691）には
『女子訓』、山鹿素行（1622～1685）には『武教小学』、中村惕斎（1629～1702）には『比売鑑』、貝原益
軒（1630～1714）には『和俗童子訓』がある。その中で、『武教小学』と『和俗童子訓』は全書の最後に
一項目、あるいは一巻を設けて女子教育論を述べる訓蒙書であるが、その他はすべて女子教育に関する
専著といえる。このような旺盛な著書活動から、これら儒者たちが教育、特に女子教育を重視していた
ことがわかるであろう。
　中江藤樹の女性観や女子教育論に関する先行研究では、藤樹の「儒仏一致」の女子教育思想が明らか
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にされている。1）
　熊沢蕃山の女性観や女子教育論に関する先行研究では、蕃山の女子教育思想はその師である中江藤樹
と異なり、仏教を猛烈に批判し、『詩経』の周南・召南篇を重視したことが指摘されている。2）
　山鹿素行の女性観や女子教育論に関する先行研究からは、素行は女性に儒教の婦道を訓戒しながら、
武道の精神を反映する果敢な実行力をも要求していることが明らかになっている。3）
　貝原益軒の女性観や女子教育論に関する先行研究によれば、益軒は儒教の教えを採用しつつも、日本
の社会実情と合わない部分を改変、削除したことが判明している。しかも、享保元年（1716年）、大阪の
柏原清右衛門と江戸の小川彦九郎により、「教女子法」をもとに刊行された『女大学宝箱』は、当時のベ
ストセラーとして後世の女子教育に多大な影響を与えたことも明らかにされている。4）
　さて、中村惕斎は前述の儒者たちと異なり、終生朱子学に専念した純粋な朱子学者といわれている。
江戸時代において、朱子学は江戸幕府の支援を受けて社会の各方面に絶大な影響を与えており、そのよ
うな面からも惕斎の思想を解読する必要があると思われる。これまで惕斎の礼学、楽学、韻学などに関
しては研究5）が行われているが、女子教育論に関しては、まだ明らかにされていない。特に『比賣鑑』は
惕斎の親友である藤井懶斎6）に「女訓之臻」と高く評価され、「此書若徒知為房闥鑑、而不知為外庭之珍、
則可惜矣」7）と、男子にも読まれるべき書物として扱われている。また、同書は明治時代になってもなお
読み継がれており8）、近世から近代への女子教育思想の変遷に関する研究にも重要な意義を持っていると
考えられる。
　ところが、上述のように、藤樹、蕃山、益軒の女子教育論や女性観に関する研究は多いが、30余巻に
1）	萬井、1961；浅沼、1985、1987、1988；下見、1999他。
2）	浅沼、1989、1990、1991、1993他。
3）	志賀、1977；浅沼、2000他。
4）	浅沼、1996；高、2002；任、2014他。
5）	岡島昭浩「元禄期における字音M尾とN尾の発見：中村惕斎の「韻学私言」」（『文獻探求』第18号、文献探求の会、
1986年）、榧木亨「中村惕斎と『律呂新書』―『修正律呂新書』および『筆記律呂新書説』の文献学的考察―」（『文
化交渉　東アジア文化研究科院生論集』創刊号、関西大学大学院東アジア文化研究科、2013年）、榧木亨「中村惕斎
『筆記律呂新書説』とその日本雅楽研究について」（『関西大学中国文学会紀要』第34号、関西大学中国文学会、2013
年）、遠藤徹「中村惕斎と近世日本の楽律学をめぐる試論」（『国立歴史民俗博物館研究報告』第183号、国立歴史民
俗博物館、2014年）、李月珊「中村惕斎と元禄期の儒教儀礼：釈菜儀節・孔子像に見られる「礼文」と「人情」」（『日
本思想史研究会会報』第31号、日本思想史研究会、2015年）。また、惕斎の葬祭儀礼書である『慎終疏節』『追遠疏
節』、および『慎終疏節通考』『追遠疏節通考』については吾妻重二編著『家礼文献集成　日本篇』（関西大学出版部、
2010年）および 4（同、2015年）が影印していて参考になる。
6）	藤井懶斎（1617～1709）、儒医、名は蔵、字は季廉、別号は伊蒿子。惕斎の親友である。著作の『仮名本朝孝子伝』
の跋文は貞享元年（1684）、惕斎に頼んで、書かれたものである。三年後（1687）、懶斎は惕齋の『比賣鑑』に序文
を漢文で書いており、「未曾見有女訓之臻、玆者可謂備矣。弄瓦室合巹之家、皆知必據此以垂教」という。
7）	『近世女子教育思想』（日本図書センター、1980年）、『比賣鑑』懶斎序。
8）	明治時代の著名な思想家・教育者である西村茂樹（1828～1902）は皇后の命令により、『婦女鑑』（1887年）を編纂
した。同書は『比賣鑑』から「鑑」となる人物の数話を採用した。この書は華族士庶の女子を問わず教科書として
広く読まれるようになり、明治時代の女子教育に大きな影響を与えた（越後純子「『婦女鑑』の例話の出典」（『人間
文化創成科学論叢』第15巻、お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科、2012年）、183頁～185頁を参照）。
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及ぶ『比賣鑑』を著述した中村惕斎の女子教育論や女性観に関してはほとんど触れられていない。これ
まで『比賣鑑』に関する先行としては、勝又基氏の「『比売鑑』の写本と刊本」（『近世文藝』70、日本近
世文学会、1999年）があるにすぎない。勝又氏によると、通行の写本は、ほとんど刊本と同じ本文とな
っているが、佐賀大学小城鍋島文庫本9）、大阪府立中之島図書館本10）、西尾市立図書館岩瀬文庫本11）の三つ
の写本は、刊本と大いに異なる本文を持っている。これら写本と刊本との相違点は序、紀行篇の章段、
挿絵および構成にある。また、写本は惕斎の手により増補改訂されたものとして、刊本より惕斎の意識
をより正しく伝えるものされている。
　しかし、このように写本と刊本は相違点があるのものの、そこに示された中村惕斎の女子教育思想は
一致しているので、本稿では、『近世女子教育思想』（日本図書センター、1980年）に収録されている須
原屋茂兵衛板『比賣鑑』を用いることとし、『江戸時代女性文庫』（大空社、1997年）に収録されている
影印本『比賣鑑』と対照しながら、考察を進め、『比賣鑑』に見られる中村惕斎の女子教育思想の特徴お
よび意義について検討してみたい。
一、中村惕斎について
　中村惕斎、名は之欽、字は敬甫、通称は七兵衛、後に仲二郎と改め、惕斎はその号であり、伊藤仁斎、
藤井懶斎、浅見絅斎とともに「京都儒者親四天王」12）と称された。学問に潜心し、廉貞寡欲、名利に泊然
たる純粋な朱子学者であった。
　『行状』によると、惕齋は二歳の頃のことも覚えているほど抜群の記憶力をもっており、八歳のときに
『四書』を読みはじめ、京都の呉服屋に生まれたものの、繁華・逸楽を好まず、経営に関しても無関心で
あった。十八歳のとき、『性理大全』を一心に研究して程朱学を「聖学正統」として篤信した。二十七歳
の時（明暦元年、1655）、父を亡くしてから二年後、惕斎はようやく喧騒の市場から清閑の地に遷居し、
学問に精進し、その卓見はほとんど独学によるものであるという。また、惕斎の著述を見てみると、註
釈や礼学に関するものが多いが、天文・地理・度量衡・音律・博物学に関する専著もある。これは惕斎
の博学多識な一面を示しながら、生涯を通じて学問を追求する熱誠な朱子学者の素質も示している。そ
のほか、講学類や啓蒙的書物が著述のほぼ三分の一を占め、惕斎の教育活動のありさまや理念を窺うこ
とができる。
　下記は惕斎の著述の一覧である13）。
9）	大本三四巻三四冊、述言12巻、紀行20巻、拾遺 2巻（勝又基「『比売鑑』の写本と刊本」、第 2頁）。
10）	大本三四巻一五冊、述言12巻、紀行20巻、拾遺 2巻（勝又基「『比売鑑』の写本と刊本」、第 3頁）。
11）	大本三九巻一六冊、述言12巻、紀行20巻、拾遺 2巻、「比売鑑諺解」 4巻、「比売鑑諺解伊呂波部分」 1巻（勝又基
「『比売鑑』の写本と刊本」、第 3頁）。
12）	中嶋隆校訂『都の錦集』所収『元禄太平記』（国書刊行会、1989年）、160頁。
13）	「仲村惕斎先生著述書目」（中村惕斎『筆記周易本義』、再昌軒・平楽寺により明和三年（1766）年に刊行されている。
国文研古典籍センター蔵書、日本古典籍総合目録データベースhttp://base1.nijl.ac.jp/iview/FrameList.jsp?DB_ID＝
G0003917KTM&C_CODE＝049－0210&IMG_NO＝481&PROC_TYPE＝ON&SHOMEI＝%E6%9B%B8%E5%90%8D
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註釈類（25）
『四書鈔説』（12巻・刊）、『四書示蒙句解』（28巻・刊）、『小学示蒙句解』（10巻・刊）、『近思録
鈔説』（14巻・刊）、『近思録示蒙句解』（14巻・刊）、『孝経刊誤集解』（ 1巻・刊）、『孝経示蒙句
解』（ 1巻・刊）、『筆記周易本義』（16巻・刊）、『筆記詩集伝』（16巻・刊）、『筆記書集伝』（12
巻）、『詩経示蒙句解』（18巻・刊）、『周易程伝鈔説』（ 4巻）、『西銘鈔説』（ 1巻）、『性理字訓鈔
説』（ 1巻）、『朱子為学要言』（ 9巻）、『学規仮名直解』（ 1巻、刊）、『五経筆記』（刊）、『筆記
礼記集説』（15巻）、『筆記春秋胡伝』（ 4巻）、『筆記易学啓蒙』（ 4巻）、『筆記読易要領』（ 4巻・
刊）、『筆記大極図説解』（ 3巻）、『筆記敬斎箴』（ 1巻・刊）、『筆記通書解』（ 1巻）、『筆記律呂
新書説』（ 3巻）、『筆記大学或問』（ 1巻）
礼学類（ 5）
『追遠疏節』（ 1 巻・刊）、『追遠通考』（ 5 巻）、『慎終疏節』（ 2 巻・刊）、『慎終通考』（ 7 巻）、
『親尊服義』（ 6巻）
講学類（ 4）『入学紀綱』（ 1巻・刊）、『講学筆記』（ 1巻・刊）、『学制考』（ 1巻）、『本朝学制考』（ 1巻）
その他（12）
『天文考要』（ 3 巻）、『三器通考』（ 6 巻）、『日鈔』（31巻）、『惕斎先生文集』（13巻）、『律尺考
験』（ 1巻）、『五緯行度図譜』（ 1巻）、『比賣鑑』（32巻・刊）、『中夏古今州郡図譜』（ 6巻）、『訓
蒙図彙』（20巻・刊）、『医方三器通制』（ 1巻）、『韻学私言』（ 2巻）、『百官称呼』（ 1巻）
　実のところ、数多くの著書を撰述した惕斎は、出版に対してそれほど興味を持っていなかった。表に
「（刊）」と記される書物は少なくないが、そのほとんどは惕斎の死後、弟子である増田立軒（1673～1743）
や後世の人たちにより刊行されたものである。それは、惕斎が自分の著作を出版することを恥と見なし
たからである14）。これもまた惕斎の世俗離れの超然たる気質を物語っていると思われる。
　さて、このような惕斎が最初に執筆した著作は『比賣鑑』である。『比賣鑑』は惕斎の後半生にわたる
著書活動の幕開けとなったきわめて重要な書物だといっても過言ではないであろう。『比賣鑑』の考察は
江戸初期における儒教的教育思想の受容を理解するのみならず、惕斎の思想を女訓書の角度から解読す
るのにも役に立つと考えられる。
二、『比賣鑑』について
　『比賣鑑』は「述言」と「紀行」に分けられ、女子教育理論と賢女の行状を記述する書物である。「述
言」は12巻で、刊行は宝永六年（1709）、朱子の『小学』を範にとり、婦道を訓戒している。「紀行」は
19巻（または20巻）で、刊行は正徳二年（1712）、計282名（その中の42人は名前だけ挙げられている）
の女性の伝記が記されている。
　この書は惕斎の死後、江戸・京都・大阪にある 6箇所の書肆（岡田屋嘉七、須原屋伊八、山城屋佐兵
衛、須原屋茂兵衛、勝村治右ヱ門、秋田屋太右ヱ門）が協力して出版したものであるが、いつ成書した
のかは不明である。寛文元年（1661）の冬、惕斎は序文に「すべて三十巻に満てり、名づけて比賣鑑と
%E4%B8%8D%E6%98%8E&REQUEST_MARK＝%EF%BC%94%EF%BC%99%EF%BC%8D%EF%BC%92%EF%B
C%91%EF%BC%90%EF%BC%8D%EF%BC%91%EF%BD%9E%EF%BC%98&OWNER＝%E5%9B%BD%E6%96%8
7%E7%A0%94%E5%8F%A4%E5%85%B8%E7%B1%8D%E3%82%BB&VIEW_LIMIT＝10&SELECT_IMG_NO＝
481&SELECT_VIEW_LIMIT＝10）を参照。
14）	原念斎『先哲叢談』に「若し夫の後世の儒者、其の述作する所、身自ら之れを刻するに非ざれば、則ち身後終に之
れを鼠蠹の口腹に充つ。惕斎に愧づること多し」という（源了圓・前田勉校註、平凡社、1994年、189頁）。
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いふ」15）と書いているが、『比賣鑑』に付されている藤井懶斎が貞享四年（1687）に書いた序には、「凡三
十有餘巻」16）と記されている。ここから、惕斎は寛文元年に序文を書いたあと、懶斎に序文を書いてもら
うまで、『比賣鑑』の内容を増補したことがわかる。勝又基氏の研究によれば、『比賣鑑』の記述内容は
懶斎の『仮名本朝孝子伝』に近い傾向が見られ、惕斎は少なくとも元禄年間まで断続的に『比賣鑑』の
増補改訂作業を続けており、『比賣鑑』が惕斎の後半生の興味の一端を確実に占め続けていたのは明らか
であるという17）。つまり、分量から見ても、長年にわたり持続した増補改訂の作業から見ても、『比賣鑑』
は惕斎にとってかなり大きな意味をもつ著書だと思われる。
1  編纂意図　
　惕斎は江戸時代の多くの儒者と同じように、女訓書を編纂するようになった大きな理由は、女子教育
の重要さを意識したためである。次の文から惕斎がなぜ女子教育を重要視したのかを見ることができる。
女（むすめ）は母その教入るヽ月日の少なきを打忘れ、何時の間にかは縁付近くなるに驚きて、周
章しく何くれとし教へなんどすれども、捗々しくもえせで女（むすめ）は軈て人の中に住みて物言
ふ言葉遣いも悪しく、片事勝に讀書も裁縫も皆人より劣りぬれば、後指さヽれて笑はる。幸にして
人に厭かれず子など持ちたりといへども、我知れぬ業なれば何教へん事も叶はで、女は又其の母に
異らず。其の女成人して又人の嫁子となり、女を生み育てヽも又々母に同じかるべけれな、親の一
度の怠、子孫の名を流す源となる。幼き子持てる者深く顧むべきことならずや。18）
　ここで惕斎は父母の娘を教育する義務を訴えている。父母として、嫁入り前までの娘の教育をおろそ
かにすると、将来娘は嫁ぎ先で恥をかくのみならず、その家族の後代にも長く悪い影響を与えると警戒
している。
　また、惕斎は母親の影響力が父親をはるかに上回ること、特に幼少期の子供に対して絶大な影響力を
有することを次のように強調している。
父の導き母の教ふる心は異なる事なけれども、人の幼き程は男の子にても母に近づきてあれば、教
化の依る所浅からず。況して女の子更なり。古語に曰く、その子を知らまく思はヾその母を見よ。
又曰く、父の子を教ふる事は母に一倍して、子の母に似る事は父に十倍す。19）
　ここに見られるように、惕斎は女性の母親としての次世代への影響と教育の役割を重視している。惕
斎の考えでは、父親も次世代を教育する責任を持っているが、その影響力は母親とは比べものにならな
15）	『比賣鑑』惕斎「序」、『近世女子教育思想』、 7頁。
16）	前出、『比賣鑑』懶斎「序」、 1頁。
17）	勝又基「『比売鑑』の写本と刊本」、 9頁。
18）	『比賣鑑』、10頁、括弧の中は著者注。
19）	『比賣鑑』、23頁。
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い。女性は母親という立場を通して家族の現在と将来を影響する重要な存在なので、その素質と見識が
非常に重要である。このように、惕斎は父母の女子教育への関心を喚起しようとし、女子教育を重視す
るように熱心に説いている。これは惕斎が『比賣鑑』を著述する重要な一因といわなければならない。
　さらに、前にも触れたように、惕斎は純粋な朱子学者であるため、朱熹の思想や著述、人柄などに対
して尊崇の念を持っている。このような傾向は『比賣鑑』にも反映されている。たとえば『比賣鑑』の
序で惕斎は次のように述べられている。
朱子の小学より幼稚をみちびくためにえらばれて、知りやすく行ひやすきよすがあれば、男女をわ
からず幼きよりの手ならひぐさ、これぞうへなき物なりけらし……その文字はをとこもじなり、事
は女の事のみにしもあらず、からのやまとの世ならひもおなじからねば、よしやつれ〴〵わぶるすさ
びぞかし。たヾ此の国のかんな文字して、女のために皆みさす手になずらふる水茎のあとはかなき
後のかたみにもとおもひなり侍るまヽに……その大槩は小学をまねびて、前十まきあまり二巻には
言をのべ、後の巻々にはみな行をしるせり。20）
　ここに見られるように、惕斎は朱熹が著した訓蒙書である『小学』が地域や性別に関係なく、幼少期
から学ぶべき教材であることを主張している。しかし、『小学』は男文字の漢文で書かれているため、女
子教育の教材として使用されていない。よって、女子にも『小学』の教えが理解できるように、惕斎は
女文字の漢字仮名まじりの文体を用い、『小学』を模範にして『比賣鑑』を著述したというのである。
　では、なぜ惕斎は『小学』を模範にしたのであろうか。もちろん、『小学』に対する推賞は重要な一因
であるが、最も重要なのは朱熹が生前『小学』にならって女子教育用の教科書を編纂しようとしたが、
体調を崩したため、結局実現できなかったとされていることである。これに関する詳細な説明は朱熹が
弟子の劉清之21）に宛てた書簡に見られる。以下がその書簡の一部である。
向読『女戒』、見其言有未備及鄙浅処、伯恭亦嘗病之。間常欲別集古語如『小学』之状為数篇、其目
曰正静、曰卑弱、曰孝愛、曰和睦、曰勤謹、曰倹質、曰寛恵、曰講学。班氏書可取者、亦刪取之。
如正静篇、即如杜子美「秉心忡忡、防身如律」之語、亦可入。凡守身事夫之事皆是也。「和睦」、謂
宜其家人、「寛恵」、謂逮下無疾妬、凡御下之事。病倦不能検閲、幸更為詳此目有無漏落、有即補之
而輯成一書、亦一事也。向見所編家訓、其中似已該備。只就彼采擇、更益以経史子集中事、以経為
先、不必太多、精擇而審取之尤佳也。22）	 （下線は筆者による）
　ここに見られるように、女訓書を編纂できなかった朱熹は劉清之にその編纂を依頼していた。男子教
育の「格物」、「致知」、「誠意」、「正心」、「修身」、「斉家」、「治国」、「平天下」の八綱目に対して、女子
20）	同上、惕斎「序」、	 5 頁。
21）	本名で子澄、1134－1190、朱熹とともに『小学』を編纂した。
22）	「与劉子澄書」、『晦庵先生朱文公文集』巻35（朱傑人ほか主編『朱子全書』、上海古籍出版社、2002年）、1553頁。
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教育には「正静」、「卑弱」、「孝愛」、「和睦」、「勤謹」、「倹質」、「寛恵」、「講学」の八綱目が提示されて
いる。素材に関しては、劉清之が編纂した家訓23）から数篇を取り入れ、経をはじめとする経史子集の内
容を採用すべしとアドバイスしている。
　この経緯に関する記述は『比賣鑑』にも散見しており、下のように記されている。
又婦人の書には、朱子、漢の曹大家か女誡を世の女に教ふべき物なりといへり。されど心に適はず
所ある故に、別に女書作らんとありしが未だならずしてやめり。24）
朱子世の女子を導かん為めに、一部の書を小学の様に作らんと豫期ありけるが事果てずして止みぬ。
只其の七編に分てる題目ばかり残れり。大賢君子の跡なれば、是をしも教の一節に崇めて婦徳の法
に取るべし。一つに正静、二つに卑弱、三つに孝愛、四つに和睦、五つに検質、六つに寛恵、七つ
に講学…… 25）
　このように、惕斎は朱熹が女訓書を編纂しようとした事情を忠実に紹介している。そして、『比賣鑑』
は各章の冒頭に『小学』を模範として徳目を記している（詳細は「趣旨対照」の表参照）。全篇の内容も
朱熹が望んだように、経をはじめ、経史子集から多くの話を引用している（詳しい分析は次節）。また
「正静」などの八綱目に関する論述も述言篇の各巻に散見している。述言篇の内容は次のように整理され
ている。
『比賣鑑』述言篇綱目
第一巻 卑弱、講学
第二巻 孝愛
第三巻 正静
第四巻、第五巻、第六巻 寛恵、和睦
第七巻 正静、寛恵
第八巻 検質
第九巻 講学、検質
第十巻、第十一巻 講学
　このように、惕斎は八綱目のうち七綱目を列挙して説明しているが、なぜか「勤謹」については論じ
ていない。第九巻で、「勤倹」26）について定義して説明しているが、ただし、「勤倹」は決して「勤謹」と
23）	『戒子通録』を指していると思われる。『戒子通録』は八巻からなり、庭訓の大要から母訓、閨教まで輯録している。
巻一に『列女伝』胎教、『礼記』内則篇名子辞、巻二に顔之推『顔氏家訓』を採用しているほか、巻八に「母訓」（戒
子言・責子言・問子言・答子言・告子言・謂子言・別子言・勉子言）、「戒女兄言」、荀爽「女戒」、蔡邕「女訓」、班
昭「女戒」、「戒公主」、張横渠「女戒」などを載せている。
24）	『比賣鑑』、257頁。
25）	同上、16頁。
26）	「勤倹は家を治むる本と漢書にいへるかや。勤はつとむるなり、業を勤めて怠らずを云ふ。倹はつヾまやかなり、用
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イコールではない。したがって、惕斎はなぜこの項目を漏らしたかは、今のところ不明である。
　『比賣鑑』全書を通覧しても、惕斎は朱熹の意見にもとづき『比賣鑑』を編纂したとはっきりとは書い
ていない。しかし、その構成（「その大槩は小学をまねび」27））、各章の冒頭に記載されている徳目（詳細
は「表　『小学』と『比賣鑑』の趣旨対照」にある）や内容（経をはじめとする経史子集を採用してい
る、詳細は次節で検討する）などから見れば、惕斎は朱熹の意思を推量しつつ『比賣鑑』を執筆したこ
とがわかる。つまり惕斎が本書を著述した重要な原因の一つは、朱熹が生前未完の女訓書編纂する遺志
と大きく関係しているわけである。
　このほか、儒教の定着により、江戸前期の多くの儒者たちが女子教育の重要性を意識しはじめ、それ
ぞれに女訓書や女子教育にかかわる教訓書を著述するようになった。『比賣鑑』の誕生はこのブームの影
響とも関係があるように思われる。ただし、『比賣鑑』の編纂は「たかき山路にのぼるふもとを心ざし
て、あとさきもなく書きつヾけ侍りにき」28）といわれるように、決して容易な作業ではなかった。
2 　『比賣鑑』の特徴
　12巻の述言篇と19巻の紀行篇からなる『比賣鑑』は、内容的に「立身」（述言篇第 1巻・紀行篇第 1、
2巻）、「明倫」（述言篇第 2～第 6巻・紀行篇第 3～第15巻）、「敬身」（述言篇第 7～第12巻・紀行篇第
16巻～第19巻）という三つの部分に分けることができる（これについては、後述の「『小学』と『比賣
鑑』の趣旨対照表」を参照のこと）。
　同書の特徴をまとめると、次のように要約できる。
　第一に、『比賣鑑』は漢字・仮名まじりの文体をもち、読本兼習字の機能がそろっている。これは、惕
斎が女子にわかりやすく道理を理解させるためのみならず、同書の筆跡を見て習字に役立てるべきだと
考えたからである。したがって、惕斎は『比賣鑑』を「此の国のかんな文字して、女のために皆みさす
手になずらふる水茎のあとはかなき後のかたみにもとおもひなり侍るまゝに、ふかきつたへも今の世の
ことわざもわかなくとりつどへたる」29）と説明している。また、惕斎は「琴棊書画」に関して、「書」を
第一に位置づけ、次のように述べている。
琴棊書画の類には第一手書く事其の用多し。書は心畫といひて文字の姿に心状現るヽものなれば、
心正しき時は文字の形も自ら美し。真名を男文字と云ふ、真草行の品あり。假名を女文字と云ふ、
平假名あり、片假名あり。何れも古の能書の跡によりて其の心を習ひ取るべし。今の世の女只管平
假名の消息を猥（みだり）に書き散らすばかりを手習ふわざとする事、心を捨てヽ色容のみ繕ひ飾
るなり。是しも手書くとは云ふべからず。凡て物書く事、墨濃く磨り、筆を染めあかせて静に書く
を可とす。30）
をつヾめて奢らざるを云ふ」（『比賣鑑』、226頁）。
27）	『比賣鑑』惕斎「序」、	 5 頁。
28）	前出、惕斎「序」、 6頁。
29）	前出、惕斎「序」、 5頁。
30）	前出、22頁－23頁。
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　ここに書かれているように、惕斎は「書」が人の心という内面的な状況を反映するものと考え、「手書
く事」、すなわち、習字をこの中で最も重要なことと主張している。それに、惕斎は当時の女子がひたす
ら平假名の消息を書き散らすことを心配し、手本の選択問題および習字の態度を強調し、女子の心性を
磨くことを求めている。
　第二に、古今和漢を問わず、経典、和歌、および歴史逸話の引用が多いことである。述言篇のパター
ンは一般的に「儒教の教え・故事→日本の和歌・故事」のようになっている。たとえば、嫁の姑に仕え
る道について、次のような記述がある。
春秋左傳に、嫁の姑に事ふる道を聴にして婉なるべしといへり。聴とは打ち任せて従ふ心、婉も亦
和ぎて従ふ義、婦義なり。何事も只姑の心に打任せ従ひて少しも障る所なきを云ふ。又女誡には、
曲従をば嫁仕の道とせり。曲従とは具に従ふなり。其の心を述べて曰く、姑然らずと云ふ事は好し
とも為ざれ。然りと云ふ事は悪しくとも為よ。善悪を以てすがひ捩り、曲れる直きを以て争ひ分く
事勿れ、これ所謂曲従なり。此の故に女憲に曰く、婦の影響の如くなるは、焉（いづくん）ぞ賞す
べからざらんと。實に嫁たる者の心ばへ影の形に隨ひ響の聲につく如くならば、世に悪しき姑なか
るべし。古歌に、
　　風冴ゆるとしまが磯のむら千鳥たちゐは波の心なりけり
と詠めるにて心得べし。千鳥の起居に心なし。只波の起居に隨ふとなり。31）
　ここでは、惕斎はまず『春秋左伝』昭公二十六年の「婦聴而婉」を説明し、次に班昭の『女戒』曲従
第六篇の趣旨を述べながら、その文末にある「故如女憲32）、婦如影響、焉不可賞」を和訳し、最後にその
意味と対応している日本の古歌「風冴ゆるとしまが磯のむら千鳥たちゐは波の心なりけり」33）を引用し、
嫁を鳥に、姑を波に喩え、嫁が姑の心に従わなければならない道理を論じている。
　このような論述方法は述言篇を貫いている。その引用も多岐にわたり、婦道について、『列女伝』『女
四書』はもちろん、『周易』『易伝』『論語』『孟子』『大学』『中庸』『尚書』『礼記』『儀礼』『毛詩』『春秋
左伝』『史記』『漢書』『呂氏春秋』などからの引用や説明も多い。このほか、『淮南子』『朴抱子』『千金
方』や、揚子・韓非子・老子・管子など諸子百家の理論や故事が採用され、『文選』、『韓詩外伝』、杜甫
や白居易の詩、道家の詞、班婕妤の賦などの詩文も輯録されている。このように、述言篇の引用文献や
故事を見ると、惕斎は朱熹が望んだように、経をはじめとする経史子集を女訓書の中に取り入れている
ことがわかる。
　述言篇の中には、中国の経典だけでなく、日本の古歌や歴史逸話も多く述べられている。古歌は全部
で九十五首が引用されている。量光の中納言の母、利仁将軍の御台所輝子、師資大納言の妻民部卿典侍、
31）	前出、49頁。
32）	明・仁孝文皇后『内訓』「御製序」に「所謂女憲女則、皆徒有其名耳」と記述しているように、『女憲』は散逸され
たのである。
33）	藤原季経（1131～1211）が文治六年（1190）、九条兼実の娘である任子が後鳥羽天皇に入内した時の祝い屏風に書か
れていた和歌。『新古今和歌集』に収録されている。
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重衡中将の妻大納言典侍、後花園院の母、源雅通の娘、交野少将季綱の娘、尚侍広井女王、待宵小侍従
など日本の歴史上有名な女性の逸話や言葉も多く採用されている。
　第三に、先ほど触れたように、紀行篇には和漢を問わず、ほぼ三百人近くの賢女が記録されている。
述言篇と同様に立教・明倫・敬身の趣旨にもとづき、母儀（第 1、2、13、14巻）、孝女（第 3、4、11、
12）、賢婦（第 5～15、18、19巻）、皇室の女性（第16、17巻）の事跡を記述している。
　ここでは、『近世女子教育思想』所収の『比賣鑑』紀行篇の目録により、これを「表a：中国」と「表
b：日本」を分けて整理し、登場する賢女の名とその出典、時代、作者を考察してみたい。
表a：中国
出　　典 時代・作者 登場人物
毛詩（詩集） 前漢・毛亨 衛の共姜
史記（史書） 前漢・司馬遷 王陵の母
戦国策（史書） 前漢・劉向ら 王孫賈の母
列女伝（教訓） 前漢・劉向
周の太任、邑姜、孟母、田稷の母、緹縈、珠崖の二義、陳
孝婦、鮑女宗、蔡人の妻、宋伯姫、楚貞姜、息君夫人、秋
潔婦、京師の節女、梁寡高行、楚伯嬴、代王の夫人、衛の
宣夫人、魯の義姑姉、郃陽の友姉、晋の趙姫、衛宗の二順、
芒慈母、孝義保、節乳母、周主の忠妾、周の宣姜后、斉の
宿瘤、季敬姜、魯の母師、陶の答子の妻、接輿の妻、黔娄
の妻
増補列女伝（教訓） 前漢・劉向 尹和靖の母、陳邈の妻、王凝の妻、藺節婦
漢書（史書） 後漢・班固 孝平皇后、馮昭儀、班婕妤
皇甫謐列女伝（教訓） 晋・皇甫謐 曹文叔の妻
漢中士女志（史書） 晋・常璩 趙嵩の妻
後漢書（史書） 南朝・范曄
曹大家、曹娥、趙娥、姜詩の妻、陰瑜の妻、皇甫規の妻、
李穆姜、明徳皇后、和喜皇后、楽羊子の妻、陸続の母、梁
鴻の妻、王霸の妻
世説新語（筆記小説） 南北朝・劉義慶 陶侃の母、王堪の妻
晋書（史書） 唐・房玄齢ら 王覧の妻
隋書（史書） 唐・魏征、顔師古、孔頴達ら 趙元楷の妻
柳氏家訓（教訓） 唐・柳公権 唐夫人
唐書（史書）
（旧）五代後晋・劉昫、張昭遠；
（新）宋・欧陽修、宋祁
崔玄暐の母、鄭義宗の妻、竇子の二女
唐書通鑑 不詳 文徳皇后
唐語林（小説） 宋・王讜 東光県主、婕妤の妹
伊川文集（文集） 宋・程頤 二程子の母
温公家範（教訓）　 宋・司馬光 柳仲郢の母
事文類聚（文集） 宋・祝穆 李光顔の妻
輟耕録（筆記） 元・陶宗儀 良潤甫の妻
古今列女伝（教訓）
明・解縉　（永楽帝の命を奉じて
編纂）
魏緝の母、陳堯咨の母、鄭善果の母、詹氏の娘、朱娥、兪
新之の妻、韓太初の妻、周迪の妻、魏溥の妻、樊彦琛の妻、
王貞婦、闞文興の妻、徐允譲の妻、裴倫の妻、趙氏の娘、
陳黨前
音釈列女伝（教訓） 前漢・劉向撰、明・翁青陽校正 王舜、李徳武の妻
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内訓（教訓） 明・仁孝文皇后 范孟姜
蘇氏家語（教訓） 明・蘇士潜 寿張の娘
群談採餘（史書） 明・倪綰、林継衡
李邦彦の母、解揁亮の妻、鄭三娘、王烈の娘、薛氏の娘、
陳義姑、張氏の二難、章氏の妻、楊烈婦、趙碧瀾の二妾、
姜栄妾、花雲僕の婦、張沈の妻子婢僕
閨範図集（教訓） 明・黄希周 唐の貴梅、李仲義の妻、黄侃の妻
五倫書（思想・教訓書）明・宣宗勅撰 張奎の母、皇甫謐の叔母、楊香、欧陽希文の妻、包億の妻
続蒙求（教訓） 明・柳希春 岐陽公主
厚徳録（随筆） 明・鐘羽正 賀織女
復斎日記（文集） 明・許浩 陳寿の妻、章文宝の妻、売菜の妻
賢奕編（小説） 明・劉元卿 鮑宣の妻、周才美の媳
三綱実録 不詳 衛の敬瑜の妻
出典不明 不詳
王氏の娘、徐彩鸞、王広の娘、衛孝の娘、湯輝の妻、林氏
の三孝婦、洛陽青士の妻、斉の義継母、元の柴慈母、王益
の母
表b：日本　　　　　　　　　　　　　　　
出　　典 時代・作者 登場人物
日本紀（史書） 奈良・舎人親王ら
吉備兄媛、蘇我造媛、田道の妻、山背王妃、山田大臣夫人、
大津皇子妃、玖賀媛、狭穂姫皇后、美濃弟媛、衣通姫、弟
橘媛、上毛野形名の妻、幡梭媛皇后、麁鹿火の妻
続日本紀（史書） 平安・菅野真道ら 高橋采女、倭の果安の妻
日本後紀（史書）　 平安・藤原冬嗣、藤原緒嗣ら 安良売、難波部の刀自売、淳和皇后
続日本後紀（史書） 平安・藤原良房ら 衣縫金女
文徳実録（史書） 平安・藤原基経、菅原是善ら 橘逸勢の娘、福依売
俊頼髓脳（歌論書） 平安・源俊頼 植紫苑女
金葉集（勅撰和歌集） 平安・源俊頼 請僧孤女
今昔物語（説話集） 平安・不詳 供衣貧女
古今集（和歌集）
平安・紀友則、紀貫之、凡河内
躬恆、壬生忠岑
無名氏の婦、大和国の婦
撰集抄（説話集） 平安・不詳 吉田経光の妻
大和物語（物語） 平安・不詳
下野国の婦、大和国の婦、大和国の娘、大和掾の妻、御息
所の姉
東鑑（史書） 鎌倉・不詳 舞女微妙、仁田忠常の妻、志水義高の妻、三浦泰村の妹
続拾遺集（勅撰和歌集）鎌倉・二条為氏 平親清の娘
沙石集（仏教説話集） 鎌倉・無住道暁
坂東僧の娘、遠江国の婦、無名氏の婦、常陸国の婦、殿上
人某の妻、石見国の蛋女、公家侍某の妻、駿河国の姊
保元物語（軍記物語） 鎌倉・不詳 源為義の妻
平治物語（軍記物語） 鎌倉・不詳 鎌田政家の妻、源義朝の二女
平家物語（軍記物語） 鎌倉・不詳 平通盛の妻
発心集（仏教説話集） 鎌倉・鴨長鳴 恵心僧都の母、南築紫の娘、上東門院の侍女
元亨釈書（史書） 鎌倉・臨済宗の僧 奝然の母、證空の母
盛衰記（軍記物語） 鎌倉・不詳 源渡の妻
十訓抄（教訓説話集） 鎌倉・不詳 泰子内親王
徒然草（随筆） 南北朝・吉田兼好 北条時頼の母
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太平記（歴史文学） 南北朝・不詳
楠正行の母、左衛門佐の局、淡河時治の妻、名越氏の妻、佐
竹貞俊の妻、菊池寂阿の妻、瓜生判官の母、那須五郎の母
女郎花（物語） 安土桃山～江戸前期・不詳 筑紫探題の妻、選子内親王、新左衛門下野
和論語（思想・教訓書）江戸・（伝）清原良業編
二条院讃岐、大内義隆の妻、崇賢門院、辨内侍、掄子女王、
二条院讃岐
教心集 不詳 救子継母
盛衰記、東鑑 上記に参照 二位禅尼、中納言の局
盛衰記、和論語 上記に参照 小督局
出典不明 不詳
清水太郎左衛門の母、児島の孝女、宍栗の孝女、美濃国の
孝子、三田村の孝婦、泉忠衡の妻、山名禅高の妻、細川忠
興の妻、渥美氏の妻、安部則任の妻、山名氏清の妻、慶寿
院殿、鳥井與七郎の妻、武田勝頼の妻、柴田勝家の妻、奈
良左近の妹、和珥童女君、土肥実平の妻、副将の乳母、松
田将監の妻、奥村助右衛門の妻、幸田彦右衛門の母、総子
媛、蚊屋采女、棚津媛、冷泉隆房の妻
※	紀行篇巻八に載せている「続日本紀、日本後紀、続日本後紀、文徳実録、三代実録　多治比大臣夫人以下四十二人」
は表記されていない。
　上の二表を見てみると、「表a：中国」の引用文献の場合、宋明時代のものが大半を占めること、文学
作品よりも史書と教訓書が多く採用され、特に『列女伝』シリーズ34）、『後漢書』など史書からの引用が
多いことがわかる。一方、「表b：日本」の引用文献の場合、平安時代と鎌倉時代の文献が五分の四を占
め、史書のほか、和歌集や物語、説話集など文学作品が多数であり、『日本記』（『日本書紀』）、『沙石集』、
『太平記』から数多くの賢母・賢婦の事例を採用している。また、「登場人物」欄を一覧すれば、妻とい
う身分で登場する女性の割合が母、姑、娘、姉妹、侍女（日本の場合、地位の高い女官（局）も記され
ている）をはるかに上回っている。惕斎は女性が妻としての役割を果たすことを最も期待していると見
られる。
　第四に、『小学』を範にし、『比賣鑑』各章の冒頭にそれぞれの徳目を記載している。下に「表　『小
学』と『比賣鑑』の趣旨の対照」を整理しておく。
『小学』と『比賣鑑』の趣旨対照表
『小学』 『比賣鑑』述言篇 『比賣鑑』紀行篇
第 一 巻 立教第一
此の巻には子を教へて人となす道を述べ
たり、即ち小学の立教のおもむきなり。
此の巻には、人の母として子を教へ人と
なしける故事を記す。即ち小学の立教の
事行へるあとに準へり。
第 二 巻
明倫第二上
父子之親
此の巻には子の父母に事へ嫁の舅姑に事
ふる道を述ぶ。即ち小学明倫の父子の親
の趣なり。孝は子も嫁も一つ心なれば、
父母と云ふ所を見なば舅姑も同じ事と知
るべきなり。
此の巻は第一の巻の末なり。
34）	『列女伝』、『増補列女伝』、『皇甫謐列女伝』、『古今列女伝』、『音釈列女伝』を指す。
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第 三 巻
明倫第二下
君臣之義
夫婦之別
長幼之序
朋友之交・通論
此の巻は婦人の夫に従ふ道を述ぶ。即ち
小学明倫の夫婦の別の趣旨なり。
此の巻には、人の女の父母に孝ありし故
事を記す。即ち小学明倫の父子の親の事
行へる跡なり。
第 四 巻
敬身第三
心術之要
威儀之則
衣服之制
飲食之節
此の巻は第三の巻の末なり。 此の巻は第三の巻の末なり。
第 五 巻
稽古第四
立教・明倫・
敬身・通論
此の巻には兄弟の中より、夫の兄弟、妯
娌の間を和げ、嫁を憐れみ、継子を慈み、
親族を親み、婢僕を恵み、広く世の人を
愛する道を述ぶ。又上君に奉仕り、傍輩
に交る道を附けたり。小学明倫の長幼の
序より君臣朋友の道、通論までの趣を交
へ記せり。
此の巻は人の嫁として舅姑に孝ありし故
事を記す。之も明倫の父子の親なり。
第 六 巻
嘉言第五上
広立教
此の巻は第五の巻の末なり。
此の巻より下は貞女の古事を記す、即ち
小学、明倫の夫婦の別の事行へる跡に準
へり。事多き故に概ねその類に従ひて分
き列ねたり。
第 七 巻
嘉言第五中
広明倫
此の巻には、学を勉め心を正しくし、事
を慎み、身を修むる道を述ぶ。即ち小学
の敬身の趣なり。
此の巻は第六の巻の中の一なり。
第 八 巻
嘉言第五下
広敬身
此の巻は第七の巻の中の一なり。 此の巻は第六の巻の中の二なり。
第 九 巻
善行第六上
実立教・実明倫（上）
此の巻は第七の巻の中の二なり。 此の巻は第八之巻の中の三なり。
第 十 巻
善行第六中　
実明倫（下）
此の巻は第七の巻の中の三なり。 此の巻は巻之八の中の四なり。
第十一巻
善行第六下
実敬身
此の巻は第七の巻の中の四なり。 此の巻は第八の巻の末なり。
第十二巻 此の巻は第七の巻の中の末なり。
此の巻には、兄弟の妯娌の中の中親しか
りし故事を記せり。即ち明倫の長幼の序
の事行へる跡なり。
第十三巻
此の巻は巻之十二の末なり。他女を嫉ま
ず、継子を憐みしたる事を記せり。これ
も長幼の序の類なり。
第十四巻
此の巻には君のために忠を盡し義をまほ
りける故事を記す。即ち小学明倫の君臣
の義の事行へるあとなり。
第十五巻 此の巻は第十四の巻の末なり。
第十六巻
此の巻には道を崇め、学を尚び、心を正
しくし、身を慎める故事を記す。即ち小
学の敬身の事行へる跡なり。
第十七巻 此の巻は第十六の巻の中の上なり。
第十八巻 此の巻は第十七の巻の中の下なり。
第十九巻 此の巻は第十八の巻の末なり。
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　この表から『比賣鑑』は主に『小学』の立教、明倫、敬身という三大趣旨に着目して論述を展開して
いることがわかる。また、ここに見られるように、惕斎は巻ごとに父子之親、君臣之義、夫婦之別、長
幼之序、朋友之信を考慮して編纂している。
　もちろん、『比賣鑑』は主に女子に向かって娘・妻・嫁としての立身、処世の道理を論述する女訓書で
あるため、各章の内容における比重や分量などは『小学』と一致するわけではない。さらに、表には現
われないが、趣旨的に「敬身」に属する述言篇の第10巻～第12巻は、内容的には学芸や歴史に関する紹
介と説明である。たとえば、第10巻は中国儒学の発展の道筋、日本伝来の状況、朱熹の著作、朱子学規、
および日本文学の歴史などを紹介している。第11巻は主に鬼神陰陽、淫祀、仏教の非を検討し、第12巻
は中日仏教史と葬礼習慣を紹介したうえで、再び仏教の教義を批判している。
　以上からわかるように、惕斎は五倫の道理を女子に学ばせるのみならず、その原理も教えようとして
いる。その範囲はいわゆる「三従四徳」や「陽尊陰卑」ばかりを主張する女訓書をはるかに超えている。
この点からも惕斎は性差により、教育を受ける権利と教育内容の範囲を特に区別していないことがわか
る。つまり、惕斎において、男子と女子の教育は性別と関係なく、学習の範囲も一致するのがよいと考
えられていたようである。このような認識は惕斎の女子の人間性に対する敬意を反映するものといえる。
これは当時ではかなり斬新な教育上の観点であったといってもよいであろう。
　『比賣鑑』は、程朱を崇信する惕斎が群書を博覧したうえで撰述された、理論と実証の双方を兼ね備え
た規模の大きな女訓書である。
二、述言篇における教育倫理
1 　「七綱目」の解釈について
　朱熹が残した女訓書の「八綱目」について、惕斎は「勤謹」を省いたが、他の七綱目に関して、以下
のように説明している。
正静とは正しく静なるをいふ。即ち貞の義なり。……男に頼りて後は他人に交はる事あれども、二
心なき守は一生変る事なし。是れ其の夫に事ふる道婦徳第一の重き事なり。卑弱とは卑しくよわき
なり、則ち順の義なり。天高く地低く陽強く陰弱きは道理の別れて明かに移し換へられぬ所なり。
……凡そ敬して慎む心は皆貞より出で愛して慈しむ心は皆順より出づ。故に貞順は愛敬の本なり。
孝愛とは父母舅姑を孝養し、子孫を慈愛するなり。和睦とは和らぎむつむなり。兄弟相嫁其の外親
類と中好く懇親にする道なり。倹質とはつづまやかにすなほなるなり。無用の事に物を費さず万に
綺羅飾を好まざるを云ふ。これ家を治むる道なり。寛恵とは心ゆたかにて恵ある事を云ふ。これ下
を憐み衆を恵むの道凡て人のため善き様にと思ふ心だてをいふ。此の四つ検質は自ら慎む道なれば
貞の守に従ふ。其の外は皆人を慈む道にて順の施なり。講学とは学問を習はすなり。上六つの教を
父母に受け女師に授かりて身に習はし、又後々までも自ら心懸けて学び習へとの義なるべし。それ
教へ学ぶ道数多に別るヽと雖も、究めて見る時は誠一つに含れば、誠と云ふは他にあらず人の世に
生れて未だ私欲に染まざる前の只管に朴直なる心なり。子を育つる者この一心を能く養立て、悪し
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き習慣にて害ひ破る事なきを肝要の至れる事と知るべし。此の誠だに失はざれば、四徳百行の根と
なりて何れの道も末通らずといふ事なし。誠なして身を学ぶ許りは四徳も百行も皆虚偽となる。35）
	 （下線は筆者による）
　惕斎によると、「正静」と「検質」は貞の範疇に属し、そのうち「正静」は貞の義、「倹質」は貞の守
と定義されている。これに対して、「卑弱」「孝愛」「和睦」「寛恵」は順の範疇に配され、そのうち「卑
弱」は順の義、「孝愛」「和睦」「寛恵」は順の施と定義されている。最後の「講学」は父母または女師に
より、上記六つの教えを女児や女生徒に習わせることを指す。貞順はこれらの教えの主旨であり、愛敬
の根本ともされる。ここからわかるように、惕斎が貞と順を重視するのは、女性に家族や他人に対する
愛と敬を求めることとつながっている。
　最後に、惕斎は教える側の父母・女師と学ぶ側の女児に「誠」という朴直な心をもつことの重要性を
強調しており、彼の考える天下にある一つだけの「理」が「誠」で物を生みだすこと36）と一致している。
2 　「体用」の応用
　『中庸章句』第一章に「大本者、天命之性、天下之理、皆由此出、道之体也。達道者、循性之謂、天下
古今之所共由、道之用也」37）とあり、朱熹は「体用」の説をもって「性」と「情」の関係を解説してい
る。すなわち「性」は体、本体であり、「情」は用、作用である。また、『朱子語類』巻一では、「在陰陽
言、則用在陽而体在陰、然動静無端、陰陽無始、不可分先後也」38）という語もある。陰陽の場合、用は陽
にあり、体は陰にあるという。陰と陽の「体用」関係は、「性情」のような主従関係ではないが、相即不
離の関係にあると思われる。
　「体用」はそもそも仏教の用語であるが、胡瑗（993～1059）39）をはじめ、宋儒に思弁の範疇に応用さ
れ、朱熹になると、まったく自由自在に用いられた40）。島田虔次が「宋学・朱子学というものが、体用の
論理というもの無しにはその完成を期待できなかったであろうことは、ほとんど疑いをいれない」41）と言
っているように、「体用」の説は朱子学においてきわめて重要な位置を占めている。
　惕斎も「体用」の説をみずからのものとし、女子教育に運用している。『比賣鑑』に次のような文章が
見られる。
左伝に妻は柔にして正しといへり。柔正は即ち順貞なり。皆是婦人の道、貞を体とし、順を用とし
35）	『比賣鑑』、16頁～17頁。
36）	『行状』に「某三十七歳時、春間一日獨坐、心下恍然有省。乃謂誠者、物之終始、不誠無物。盖天下惟一箇理而已矣。
理一而不二、即所以誠也。箇理不誠一、則不能生物」という、 5頁。
37）	瀧川亀太郎、原田種成『纂標	大學中庸章句』（松雲堂書店、1972年初版、2006年再版）、「纂標	中庸章句」、53頁。
38）	『朱子語類』（朱傑人など編集『朱子全書』、上海古籍出版社、2010年）、113頁。
39）	理学の先駆者、安定先生と呼ばれ、「明体達用」の説は理学に多大な影響を与えていると言われている。
40）	島田虔次『朱子学と陽明学』（岩波新書、1967年初版）、 8頁を参照。
41）	前出、 8頁。
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て、片宛にすてず。ともに兼ね備ふべき心を表せるにあらずや。凡そ女は物柔にて憎げなく、萬に
賺され易き程なるを良品なりと、昔より定めあひぬる事なれど、それは唯用の上ばかりをこそ云ひ
つらん。本体の金の操は身のある限り固く守りて下す事なく、如何ならん憂節をへて身は千々に砕
かるヽとも、之を失ふことなかるべし。42）
人の人たるその徳といふは、天より生れ禀けたる本性の道徳をよく明かにして、身におこなひ心に
そなへもちたるをいふならし。此の徳ほかにあらはれて、よく理を覚りよく事を謀りなす是をば才
と名づく。徳は体なり、才は用なり。才賢けれども徳薄き人は、私欲を営むに才を廻らす事あるに
とりて、愈々徳を妨げて悪しき方に流れ易し。徳篤くして才短き人は用をなすこと広からねども、
徳には障りなき故に人懐き隨ふ……女は貞順を徳として内に操を守り、外には人に従ふ。衣食を営
むの外その才を施す所なし。たとへ才能生れ附きたらんも推かくして外に顕さず、すべて才なきや
うに見ゆるが女の道なり。故に才なきを即ち徳とはいへるなり。43）
　このように、惕斎は婦人の道を論述する際、「貞」を体とし、「順」を用としている。女子としてこの
両者を兼備しなければならないと主張している。表面的には物や人と柔らかく接するのがよいとされる
が、内面では「貞」という本体を金のように固く守らねばならないという。
　また、徳と才の場合、「徳」は「天より生れ禀けたる本性」、すなわち体であり、「才」は「よく理を覚
りよく事を謀りなす」こと、すなわち用であるとされる。徳は本体としてなくてはならないものだが、
才はあってもなくてもよいものとされており、さらに、女子は、貞順がその徳であり、内面的に操行を
守り、外面的に人に従順し、生計に関する以外の才能を隠して外に顕さないことが女子の生きるべき道
である。ここで惕斎は「体用」の説によって徳と才の関係を解釈するのみならず、「女は才なきを即ち徳
とはいへるなり」44）という女性の才徳観も提示している。ただし、ここの「才なき」は才能がないという
意味ではなく、「才なきやうに」見えるという慎み深く奥ゆかしい処世の方法を示唆している。
　このように、「貞順」や「徳才」を通して、惕斎の体用観がおおむねわかる。要するに、「体」が本質、
本性であるため、最も重要とされるが、これは「用」が重要ではないという意味ではない。貞・順や徳・
才といった体・用は関連性のある裏・表両面であるが、この両面は「体用」として不離のものである。
このような体用観45）は女子教育思想における朱子学的に巧みな表現といえるであろう。
3 　天道と人道の統一
　惕斎は「序」の冒頭に「人の人なる道五つの品ある中に、夫婦男女は陰陽の気を分き、天地のくらゐ
をさだめて、夫は外ををさめ妻は内ををさむれば、夫婦をつゝしむに始まりて、夫婦の正しきは三綱の
42）	『比賣鑑』、173頁～174頁。
43）	前出、214頁～215頁。
44）	出典は明・陳継儒『安得長者言』の「男子有徳便是才、女子無才便是徳」という語である。
45）	『朱子学と陽明学』、 8頁を参照。
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本なり」46）と述べ、「五品」、「陰陽」および「三綱の本」を強調する。ついで「人は萬の物にすぐれて、
仁義礼智信五常の性またく備はりたりとはいへど……世の人毎に五つの品の道ふみ知らせたまへり。一
には父子の親なり……二には君臣の義なり……三には夫婦の別なり……四には長幼の序なり……五には
朋友の信なり……これすべて五倫といふなるべし」47）と述べ、「五常」は「仁義礼智信」であり、「五品の
道」「五倫」は「父子の親、君臣の義、夫婦の別、長幼の序、朋友の信」であると説明している。
　ここの「五品」の語は、もともと『書』舜典篇「帝曰、契、百姓不親、五品不遜」により、「五常」は、
孔傳「五品謂五常」、孔穎達疏「品謂品秩、一家之內尊卑之差、即父母兄弟子是也。教之義、慈、友、恭、
孝、此事可常行、乃爲五常耳」に出る。ここに見られるように、五品は五常とも言う、「親義別序信」は
「仁義礼智信」と同様に見なすことができるということなのであろう。
　「仁義礼智信」に支えられる人倫秩序であるからこそ、夫婦男女が陰陽二気に分けられ、天地の位が確
定され、内外も分別される。これこそ夫婦の正道であり、夫婦ともにこのような正しい道を歩むことこ
そ三綱の根本である。惕斎のこの理念は朱熹の「蓋聞人之大倫、夫婦居一、三綱之首、理不可廢」48）とい
う説に由来するものである。ここから惕斎は天地陰陽の理をもって人倫道徳や規範を説明し、夫婦の別
を人倫の根本とし、内外を分けて治める家庭秩序を強調することになる。
　このほか、「敬身」を趣旨とする第七巻は、冒頭から五常と四時五行の関係49）を導入している。
夫れ人は五行の気凝固まりて、此の身となれる故に性の徳にも亦五つの別あり、仁とは生を好み物
を憐む道理。五行の木、四時の春、其の景色和ぎ穏にして、木草の芽ぐみ花咲くがごとし。義とは
事のよき程を定めなす道理。五行の金、四時の秋、其の景色澄み治まりて、木草の生気遂げ実るが
如し。禮とは教敬を致し、威儀を搔繕ろへる道理。五行の火、四時の夏、其の景色明かにして、木
草の繁り盛れるが如し。智とは是非を分き知る道理、五行の水、四時の冬、其の景色籠り沈みて、
木草の生気根に還るが如し。……信とは唯仁義礼智の誠ある所四の外に非ず。五行の土、四時の土
用、木、火、金、水の皆土に着きたるが如く、仁義礼智も信に非ざれば、立たざるなり。50）
　これによれば、五常と四時五行の関係は次のように整理される。
五常と四時五行の対応関係
五　常 四　時 五　行 倫　理
仁 春 木 愛憐
義 秋 金 事の善を盡す
46）	『比賣鑑』、 1頁。
47）	前出、 2頁～ 5頁。
48）	「勸女道還俗榜」、『晦庵先生朱文公文集』巻一百（『朱子全書』、4618頁）。
49）	『周易注疏』周易兼義上經乾傳第一篇「仁則春也、亨是通暢萬物。於時配夏、故下云合禮、禮則夏也。利為和義、於
時配秋、秋既物成、各合其宜、貞為事幹。於時配冬、冬既收藏、事皆幹了也。於五行之氣、唯少土也、土則分王。四
季四氣之行、非土不載、故不言也」とある（清・阮刻十三經注疏本）。
50）	『比賣鑑』、154～155頁。
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禮 夏 火 恭敬を致す、儀表を修繕
智 冬 水 是非を分辨
信 土 仁義禮智、信無し不立
　この対応関係により、惕斎は「敬の字を敬ふと訓み謹むと訓みて、恐るヽ心戒むる心もあり……道を
学び心を練るの法、之に過ぎたるはなし。故に此の一字をば聖学の始をなし終をなす事なりとす」51）との
ように、聖学の道に没頭し、「道を学び、心を練る法」はただ「敬」の一字にあるという。「敬」を女子
教育の面に反映されせていくと、次のようになる。
女は陰の類なれば金と水とに象るべし。萬の物に体用具らざるはなし。女の心定かに正しきは体な
り。人に従ひ使ふるは用なり。金（かね）本性は金（こがね）にあり。金（こがね）は百度鍛へて
も減らず、千歳埋れても朽ちず。水は方圓の器物に従ふとて、圓き物に入るれば圓く、方なる物に
入るれば方なり。女の容、心状、物言ひ、人に交はる事に至るまで、表面の柔かにて、物によく従
はんとは、水の如くにて心の底定かにて、守りの固からん事は、金（こがね）の如くなるをぞ、能
く其の例に叶へりと云ふなるべし。鮑女宗が詞に、専一なるを以て貞とし、よく従ふを以て順とす
といへり。……左伝に妻は柔にして正しといへり。柔正は即ち順貞なり。皆婦人の道、貞を体とし、
順を用として、片宛にすてず。52）
　ここから惕斎の女性観を窺うことができる。すなわち、女子が陰に類し、金水に象するため、金のよ
うに動揺しない意志をもち、水のように柔らかく清らかな心地を持つべきだという。また、女子は貞を
体とし、順を用とするから、婦人の変わらぬ意志は夫に専心するところに体現し、柔和な心は夫に従順
するところに体現すべしという。この理念の裏には天地陰陽・四時五行など万物運行の自然原理が想定
されている。このように天道と人道が結合する儒教的倫理観は惕斎の女子教育思想のあらゆる面に浸透
し、万物自然の原理を用いて女子の立身処世の道理と方法が提示されているわけである。
4 　「七去」への困惑
　「七去」に関しては、『孔子家語』本命解第二十六に、「七出者、不順父母者、無子者、淫僻者、嫉妬
者、悪疾者、多口舌者、窃盗者」53）と見える。つまり、女性が父母に従順でなかった場合、子がない場
合、淫行があった場合、他人を嫉妬した場合、言論で紛糾した場合、窃盗した場合、以上七つの場合に
は、一つを犯せば夫に離縁されても仕方がない。このルールは女性のみに適用され、いわゆる婦人は「男
51）	前出、161頁。
52）	前出、172～173頁。
53）	『孔子家語』（『四部叢刊正編』〇一七、台湾商務印書館）、71頁を参照。『大戴礼記』本命篇にほぼ同じような記述が
ある。「婦有七去。不順父母去、無子去、淫去、妬去、有悪疾去、多言去、窃盗去。不順父母去、為其逆徳也。無子、
為其絶世也。淫、為其乱族也。妬、為其乱家也。有悪疾、為其不可与共粢盛也。口多言、為其離親也。盗窃、為其
反義也」とあり、「七出」は「七去」とほぼ同義である。
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に捨てらるヽ道七つあれども、男を捨てヽ去る道一つもなし」54）ということになる。言い換えれば、女性
は容易に離婚できないのであって、離婚は男性の特権である。惕斎がこのように考える根本的な理由は、
夫婦人倫は天地陰陽の理に従うべきだという点にある。すなわち、夫は天のように妻を引率し、妻は地
のように夫に従順する義理がある。55）
　そのため、惕斎は「七去」をも採用し、それをわかりやすく解説し、コメントも付け加えて次のよう
に述べている。
婦に七つ捨つるありとは、孔子の辞なり。一つに父に従はざれば捨つとは、夫の親に不孝なるを云
ふ。これ第一の重き罪なり。二つに子なければ捨つとは、世嗣を断つこと、夫の不孝となるが故な
り。三つに淫なれば捨つとは、心淫れて不貞なるを云ふ。是を捨つる仔細なし。四つに妬なれば捨
つとは、嫉を云ふ。嫉によりて禍出来ること多ければなり。五つに悪疾あれば捨つとは、悪しき病
あれば祖先の祭を興にせられず。子孫の身にも伝ふによりてなり。六つに多言あれば捨つとは、詞
多く雑言すれば親しき中をも云割く事あればなり。七つに窃盗すれば捨つとは、盗を云ふ。これ義
に背けばなり。七つの中に子無きと疾とは、我が仕出でぬ事なれば如何はせん。其の外五つの咎若
し一つもありて捨てらるれば、身を汚して父母を辱しむ深く戒めて慎むべし。（下線は筆者による）56）
　ここに見るように、惕斎は「七去」を詳細に説明したうえで、この中の「我が仕出でぬ事」の「子無
し」と「疾」に対して、どうすればよいのかと戸惑っている。明確にこの二去は削除すべしとまではい
っていないが、その他の五去への「若し一つもありて捨てらるれば」という厳しい態度から見れば、惕
斎は「子無し」と「疾」の原因で女性を離縁することには賛成していなかったようである。女性のみを
制裁する「七去」の理論的根拠を挙げる惕斎にとって、「二去」への疑問は儒者惕斎にとってすこぶる大
胆な思考であったろう。　
5 　仏教批判
　忠実な朱子学者として、惕斎は『比賣鑑』で仏教を徹底的に批判している。惕斎は「彼の佛法道教の
類、異端の学と云ふ」57）とし、これらは聖学を妨害する異端邪説であって、警戒しなければならないと主
張している。よって、彼は『書』大禹謨篇の「人心惟危、道心惟微」の説を借りつつ、人心が欲望に奪
われると道心も衰えてしまうと警告している。仏法や道教のような異端の学に吸引されれば、人心が危
険になり、儒教の人倫正道が衰微するというのである。そうならないために、惕斎は述言篇の最終巻で、
54）	『比売鑑』、88頁。出典は劉向『列女伝』巻二賢明伝の「宋鮑女宗」篇。そこに「婦人有七見去方、無一去義」とあ
る（山崎純一『列女伝』、明治書院、1996年、258頁）。
55）	「夫れ天地は元一体なりと雖も天は動き地は静に、天は地を抱へ地は天に附く異あり。夫婦も一陰一陽結合ひて一体
なれど、陰陽の分はその儘にて、夫は妻を率ゐ、妻は夫に隨ふべき理を、よく明めて知るべし」を参照（『比売鑑』、
88頁）
56）	前出、88～89頁。
57）	前出、157頁。
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仏教の起源・伝来から仏教の教義に至るまで、仏教の非を説き、「儒釈道三教同一」の説を批判して、こ
のような考えをもつ儒者は本物の儒者とはいえないと述べ、女性を含めたすべての人に仏教信仰の危う
さを説く。
　惕斎は主に以下の三つの点で仏教を批判した。まず、惕斎は「仏国は天地の中」という言い方を否定
して次のように述べている。
天地の中と云ふは唐の洛陽わが日の本などを云ひ、北辰高き事三十六度、冬の日四十刻、夏の日六
十刻に當れる所、冬寒きほど夏暑くして、四つの時等しき故に、中土とは云ふなり。是より北へ入
る時は愈々寒くして、夏冬の日のたけ愈々差違ひ多し。是より南へ出づる時は愈々暑くして、日の
差違愈々少なし。みな中に非ざるなり。中土の人は心も平かに和らぎ、四方の国並びをもよく計り
知るなり。餘のかたおちなる国民は、心も亦かたおちにして、そのなす業怪しく世つかぬ事多し。
釈迦のもとつ国を天竺といふ、唐土流沙の西、葱嶺雪山の南にあり、その国夏至の日の道に近くし
て、常に暑し。58）
　このように、惕斎のいう「天地の中」は天竺（インド）ではなく、唐の洛陽や日本などを指している。
なぜかというと、洛陽や日本は四季分明で四時等分の「中土」であり、そのようなところであるからこ
そ、人民の心が穏やかになりうる。その反面、「四方の国」と呼ばれる釈迦の故郷天竺は年中酷暑なとこ
ろなので、そこの国民は考え方がいつも古く、怪しいことも多い。惕斎は辺鄙なところで形成された思
想は偏りに失することになると考え、地理や気候の角度から仏教の原点を批判している。
　次に、人倫関係を重視する惕斎は、仏教の「父もなく君もなく」の教義を仁義を無視する教説として
批判している。惕斎は「義礼智信の道も亦仁心によりて行はる」、「孝を百行の源」59）と述べ、孝道につい
ては、父母を天地日月になぞらえ、「天地は萬の物を生む大父母なり。父母は天地に代りて我が身を生出
せる人なるによりて、仁愛の顕れ行はるヽこと親子の孝慈よりも切なるはなし」60）と主張している。
　このことにつき、第二巻では次のように記述されている。
両親は内外の神明なればなり。……又宣はく、貴き賎しきとなく家毎に両宮御座すなり。……夫れ
内外の両宮とは、内宮の御体は日、外宮の御体は天なるべし。天は地を兼ね、日は月を兼ね。日月
は則ち天地陰陽の精霊にて、日は父の神なり。月は母の神なり。父母の恩、天地日月に等しければ、
是に仕ふまつる道、偏に崇むべく敬ふべく恐るべく慎むべきの至れる所なりと知るべし。61）
　ここに見られるように、惕斎は父母を日月神明とし、養育の恩の重要さを説いている。子女は父母の
58）	前出、311頁。
59）	前出、33頁。
60）	前出、32頁。
61）	前出、34頁～35頁。
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恩に感謝しつつ、父母に孝養しなければならない。天地神明を畏敬するように父母を畏敬する惕斎は神
明信仰の角度からも孝道を肯定していることになる。
　第三に、葬祭の問題点がある。儒教の孝道思想では、子女は両親に孝養を尽くさなければならないが、
死後も礼制に従って葬式を行なわなければならない。仏教は父母を生きるうちに捨てるばかりか、その
葬式も正しく取り扱わない。惕斎の考えでは、これは非人のやり方であるから、「仏心は善、仏は大孝」
という考え方は認められない。特に、惕斎は慎終追遠の儒教的死生観を篤信する儒者であり、『慎終通
考』『慎終疏節』『追遠通考』『追遠疏節』など葬祭礼儀に関する著書も多く執筆するほか62）、このような
仏教教義は大不孝な異端邪説63）であると批判して次のように述べている。
道は天地に限れるをば、佛は只に世界の外をとく。父母妻子には慈悲なくて、身を虎狼虵虫兀の養
にすて、等しく萬物なるに、草木の生を恵まず。……それ中国の道、父と君とを無みすれば、聖賢
必ず是を開き、王法必ずこれを罪なふ。詭術左道には皆重き戒有り。釋氏の説正しく此の数多の罪
にかヽれるを防ぎ止めざるのみならずして、却りて之を貴ぶ事、そのよりて来れる故三つ有るべし。
一には惑、二には怖、三には貪なり。理に暗くして惑へるものには、彼世界の限りなく、生死の極
りなき事を説きて、これを迷はす。心拙く恐怖多き者には、かれ報応の速かに、地獄の悲しき事を
説きて、是を脅す。貧しきに迫り患にかヽり、子孫の末を計る者には、かれ天堂極楽の寿福円満を
説きて是を誘ふ。64）
　このように、「只に世界の外をとく」仏教は、家の存続を力説する儒教と明らかに相反し、惕斎に人心
を「迷はす」・「脅す」・「誘ふ」邪説であると断定されている。惕斎のこうした強烈な排仏観念は、朱子
学から大きな影響を受ける一方、仏教教義を人生観や価値観として取り扱う日本女性への憂慮も重要な
原因になっていると考えられる。
おわりに
　そもそも伝統的女訓書は内容的には、おおむね二種類に分けられる。一つは『女戒』のように教育理論
を解説する教訓型、もう一つは『列女伝』のように女性像を描写する説話型である。儒教の女子教育思
想において、惕齋の『比賣鑑』は江戸時代において、この両者を統括する、かつてない女訓書であった。
　『比賣鑑』では、女徳や女礼のみならず、その原理も紹介・分析された。とりわけ宇宙自然、万物運行
の根本的な原理が重視され、天道と人道の統一が強調されるなかで、古今和漢にわたる歴史故事や賢女
の事迹も詳細に解説されている。このようなわかりやすく、親切通俗な記述は女子にどのように立身・
62）	注 5 前掲に引用した吾妻重二編著を参照されたい。
63）	「来ん世の大孝はいざ知らず、この世の親の心にはまさしく大不孝と云ふものなり。況や天下皆その教に従ひて、父
もなく君もなくば、その法を伝ふる人の種あらんや。……これをば異端邪説と言はずして何と言はんや」（『比賣鑑』、
321頁～322頁）。
64）	『比賣鑑』、318頁。
東アジア文化交渉研究 第10号
452
処世すればいいかを理解させるだけでなく、なぜそうしなければならないのか、その理由もわかるよう
に説明している。このことは惕斎が他の儒者と異なる重要な特色である。
　また、惕斎は女子が持つべき知識、教養、倫理観を論述するとき、女徳・女訓のレベルを超え、古今
和漢の経典や文献を大量に引用するのみならず、文学、歴史、陰陽鬼神、宗教など様々な分野について
も記している。ここから惕斎の女子教育思想が認識や学習の範囲を縮小・制限するのではなかったこと
がわかる。これは、女子の知識や見聞が、家族や次の世代に長く深い影響を与えるため、その教育も男
子と同様に重要であると惕斎が考えていたためである。
　とりわけ、惕斎は「七去」の中の「子無し」と「疾」という「二去」に疑問をもち、自力で改変しに
くいこの「二去」に当惑していた。当時の儒者としてはかなり画期的なものだったといえる。
　さらに、『比賣鑑』に現われる理論の深さや広さから見れば、これは幼児や一般の女子が理解しうる書
物ではないともいえる。そのことからいえば『比賣鑑』の読者層はある程度の学問知識を持つ父母や女
師のような教育者であったと推測される。そして、そのような教養をもつ教育者が被教育者に伝授し、
その教えを受けさせることを期待したと推測される。
　最後に、編纂の動機から体裁・内容まで、朱子学が惕斎の女訓思想に与えた影響は巨大である。惕斎
は人間が具備する普遍的本質は男女において相違するところがないが、職分に従い、重点も異なると主
張している。さらに、惕斎は「体用」、「居敬」、排仏など朱子学の理念に関する認識により、それを女子
教育に応用している。『比賣鑑』は朱子学の女子教育思想をよく体現している。近世日本の儒者が撰述し
た女訓書のうち、中村惕斎の『比賣鑑』は朱子学の思想を基盤に、日本近世社会における啓蒙教育にこ
れを活かそうとしたすぐれた女訓書といえるであろう。
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